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ワ
ー
グ
ナ
ー
の《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
Ｗ
Ｗ
Ｖ
１ 

と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

小

林

幸

子

は
じ
め
に

　
『
ワ
ー
グ
ナ
ー
作
品
目
録W

a
gn

er W
erk–V

erzeich
n

is

』（Sch
o
tt, 

1986

）
で
は
、
全
作
品
に
目
録
番
号
（
Ｗ
Ｗ
Ｖ
）
が
創
作
年
代
順
に
付
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
Ｗ
Ｗ
Ｖ
１
」
の
付
さ
れ
て
い
る
《
ロ
イ
バ
ル
ト

Leu
b
ald

》（1828

）
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
台
本
を
仕
上
げ
、
そ
の
後
に
部

分
的
な
作
曲
を
構
想
し
た
も
の
の
、
結
局
、
曲
付
け
は
行
わ
れ
な
か
っ
た

と
さ
れ
る
劇
作
品
で
あ
る
。

　

こ
の
《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
は
、
あ
ま
り
に
若
書
き
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
、

こ
れ
ま
で
特
化
し
た
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
作
品
に
は
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
、
さ
ら
に
は
の
ち
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
作
品
に
繫
が
る
プ

ロ
ッ
ト
上
の
モ
テ
ィ
ー
フ
な
ど
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
創
作
全
体
を
貫
く
重
要

な
要
素
が
す
で
に
い
く
つ
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
由

か
ら
、
当
稿
で
は
、
そ
の
成
立
事
情
や
、
の
ち
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
作
品
と
の

関
係
性
と
い
っ
た
点
に
着
目
し
、《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
を
読
み
解
い
て
い
く
。

一
．
資
料
状
況

　

現
在
、
こ
の
作
品
に
関
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
一
次
資
料
は
、
バ
イ

ロ
イ
ト
・
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
財
団
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
ワ
ー
グ
ナ
ー
自
筆
の
浄
書
台
本
の
み
で
あ
る

1
。
こ
の
資
料
は
、
ワ

ー
グ
ナ
ー
の
最
初
の
妻
ミ
ン
ナ
が
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
出
会
う
前
に
生
ん
だ

娘
ナ
タ
ー
リ
エ
・
ビ
ル
ツN

atalie B
iltz

（1826–1892

）
が
長
ら
く
保

管
し
、
の
ち
に
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
メ
ア
リ
ー
・
バ
レ
ルM

ary B
u
rrell

（1850–1898

）
に
譲
渡
さ
れ
た
大
量
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
関
連
資
料
、
い
わ
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ゆ
る
バ
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る

2
。
バ
レ
ル
没
後
、
こ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
メ
ア
リ
ー
・
ル
イ
ー
ズ
・
カ

ー
テ
ィ
ス
・
ボ
クM

ary Lo
u
ise C

u
rtis B

o
k

（1876–1970

）
が
購
入
。

そ
の
後
、
彼
女
が
設
立
し
た
カ
ー
テ
ィ
ス
音
楽
院
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
）

を
経
由
し
て
、
一
九
七
八
年
に
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出

品
さ
れ

3
、
バ
イ
ロ
イ
ト
・
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
財
団
文
書
館
が

入
手
し
た
。
楽
譜
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

台
本
は
、
全
六
二
ペ
ー
ジ
（
内
、
記
述
が
あ
る
の
は
六
一
ペ
ー
ジ
）。

一
ペ
ー
ジ
目
に
は
タ
イ
ト
ル“ L

eu
b
a

ld
 / E

in
 T

ra
u

ersp
iel 

（
悲
劇
）„

、

二
ペ
ー
ジ
目
に
は
配
役
が
記
さ
れ
て
い
る

4
。

二
．
台
本
の
土
台

　

台
本
の
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の

最
初
の
創
作
と
し
て
「
Ｗ
Ｗ
Ｖ
１
」
の
付
さ
れ
た
《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
は
、
悲

劇
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
創
作
歴

は
器
楽
作
品
で
は
な
く
劇
作
品
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

台
本
の
執
筆
を
開
始
し
た
時
期
（
一
八
二
六
〜
二
七
年
頃
）
の
ワ
ー
グ

ナ
ー
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
十
字
架
教
会
付
属
学
校
に
在
学
中
だ
っ
た
。

　
（
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
）
私
は
英
語
も
学
ん
だ
。
た
だ
し
、
そ
の
目

的
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
詳
し
く
知
る
た
め
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ロ
メ
オ
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
を
韻
文
化
し
た
。
英
語
は
す
ぐ
に
ほ
っ
ぽ
り

出
し
た
が
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
私
の
手
本
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

私
は
大
悲
劇
を
起
草
し
た
の
だ
。（A

u
tobiogra

ph
isch

e Skizze, 

in
 Sä

m
tlich

e Sch
riften

 u
n

d
 D

ich
tu

n
gen

, B
d
. 1: 5

）

　　

こ
の
よ
う
に
、
自
伝
的
エ
ッ
セ
イ『
自
伝
的
素
描A

u
tobiogra

ph
isch

e 

Skizze

（
以
下
、A

S

）』5

に
は
、
当
時
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
傾
倒
し
始

め
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
八
二
七
年
に
自
主
退
学
し
た
ワ

ー
グ
ナ
ー
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
へ
戻
り
、
同
地
で
博
識
な
叔
父
ア
ド
ル
フ

A
d
o
lf W

agn
er (1774–1835)

6

か
ら
多
く
の
文
学
的
知
識
を
享
受
す

る
こ
と
に
な
る
。
特
に
そ
の
膨
大
な
蔵
書
の
恩
恵
を
受
け
、
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
に
関
す
る
の
知
識
も
ま
す
ま
す
深
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

自
伝
『
我
が
生
涯M

ein
 Leben

（
以
下
、M

L

）』
で
は
、
こ
の
作
品
の

台
本
に
つ
い
て
「
主
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』、『
マ
ク
ベ

ス
』、『
リ
ア
王
』、
そ
し
て
ゲ
ー
テ
の
『
鉄
の
手
の
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・

ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
』
に
依
っ
て
い
る
。
実
際
の
筋
は
、『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の

変
形
が
土
台
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る

7
。《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
の
あ

ら
す
じ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

ロ
イ
バ
ル
ト
の
父
親
ジ
ー
ク
メ
ル
は
、
ロ
ー
デ
リ
ヒ
に
毒
殺
さ
れ

た
。
ロ
イ
バ
ル
ト
は
、
幽
霊
と
な
っ
て
現
れ
た
父
親
と
の
対
話
に
よ

り
、
ロ
ー
デ
リ
ヒ
と
そ
の
一
族
へ
の
復
讐
を
誓
い
、
ロ
ー
デ
リ
ヒ
、

妻
、
息
子
た
ち
を
次
々
と
殺
し
て
い
く
。
そ
の
後
、
皮
肉
に
も
ロ
イ

バ
ル
ト
は
ロ
ー
デ
リ
ヒ
の
娘
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
と
愛
し
合
う
こ
と
に
な
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る
。
徐
々
に
狂
気
を
帯
び
て
ゆ
く
ロ
イ
バ
ル
ト
に
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
は

健
気
に
寄
り
添
う
が
、
最
後
は
ロ
イ
バ
ル
ト
に
殺
さ
れ
、
ロ
イ
バ
ル

ト
も
絶
命
す
る
。

　

構
成
は
全
五
幕
、
内
容
は
救
い
よ
う
の
な
い
悲
劇
で
あ
る
が
、
人
間
の

み
な
ら
ず
幽
霊
や
魔
女
も
登
場
す
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
も
あ
る
。
主
人
公

の
父
親
が
毒
殺
さ
れ
て
幽
霊
と
な
っ
て
現
れ
た
り
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
設
定
が

敵
の
娘
で
あ
る
な
ど
の
、
数
々
の
特
徴
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
、
そ
れ
に
五
幕

構
成
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
具
体
的
な
共
通
点
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
言
う
よ
う
に
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
が
こ
の
作
品
の
土

台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

三
．
作
品
タ
イ
ト
ル
と
役
名
か
ら
浮
か
び
上
が
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
影
響

　

こ
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
、W
W

V

で
は
《
ロ
イ
バ
ル
トLeu

b
ald

》

と
さ
れ
て
い
る
が
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
自
身
がM

L

や
『
赤
い
手
帳D

ie roten
 

B
riefta

sch
e

』8

な
ど
で
こ
の
作
品
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
は
、《
ロ

イ
バ
ル
ト
と
ア
デ
ラ
イ
ー
デLeu

b
ald

 u
n
d
 A

d
elaid

e

》、
ま
た
は
《
ロ

イ
バ
ル
ト
と
ア
デ
ラ
イ
ー
デLeu

b
ald

 u
. A

d
elaid

e

》
と
し
て
い
る
。

『
コ
ジ
マ
の
日
記
』
で
も
同
様
で
あ
る

9
。「
ア
デ
ラ
イ
ー
デA

d
elaid

e

」

と
は
、
あ
ら
す
じ
の
と
お
り
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
前
で

あ
る
。
こ
の
役
名
に
つ
い
て
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
はM

L

の
中
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

私
は
こ
の
少
女
に
夢
中
に
な
り
、「
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
」
と
名
付
け
よ

う
と
考
え
た
。
当
時
、
す
で
に
ド
イ
ツ
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
深

く
心
を
捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ヒ
ロ
イ
ン

へ
の
命
名
が
こ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
ド
イ
ツ
人
ら
し
く
な
い
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
《
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
》
へ
の
熱
狂
に
よ

る
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
説
明
が
つ
く
。
こ
の
曲
の
陶
酔
さ
せ
る
よ

う
な
リ
フ
レ
イ
ン
は
、
私
に
と
っ
て
あ
ら
ゆ
る
愛
の
呼
び
か
け
の
象

徴
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
の
で
あ
る
。（M

L: 32–33

）

　
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
」
と
は
、
ド
イ
ツ
の
詩
人
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
マ
テ
ィ
ソ
ンFried

rich
 vo

n
 M

atth
isso

n
 

(1761–1831)

の
詩
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
曲
を
付
け
た
歌
曲
《
ア
デ
ラ

イ
ー
デA

d
elaid

e

》O
p
. 46 (1795–96)

の
こ
と
で
あ
る

10
。
全
四
節

の
通
作
歌
曲
で
、
マ
テ
ィ
ソ
ン
に
献
呈
さ
れ
て
い
る
。

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
《
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
》O

p
. 46 （

第
一
節
）

　
　

E
in

sam
 w

an
d
elt d

ein
 Freu

n
d
 im

 Frü
h
lin

gsgarten
,

　
　

M
ild

 vo
m

 lieb
lich

en
 Z

au
b
erlich

t u
m

fl
o
ssen

,

　
　

D
as d

u
rch

 w
an

k
en

d
e B

lü
th

en
zw

eige zittert,
　
　

A
d
elaid

e!
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君
の
友
達
が
春
の
庭
を
た
だ
一
人
で
散
歩
す
る

　
　

心
地
よ
い
魅
惑
の
光
を
穏
や
か
に
浴
び
な
が
ら

　
　

花
の
枝
が
揺
れ
る
と
光
も
揺
ら
め
く
の
だ

　
　

ア
デ
ラ
イ
ー
デ
よ
！
（
筆
者
訳
）

　　

女
性
へ
の
愛
を
自
然
美
で
描
く
、
瑞
々
し
い
詩
で
あ
る
。
各
節
の
最

後
に
置
か
れ
た
「A

d
elaid

e! 
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
よ
！
」
は
、
曲
中
、
た
び

た
び
二
回
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
行
わ
れ
、
終
結
部
で
は
三
回
の
リ
フ
レ
イ

ン
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
先
のM

L

か
ら
の
引
用
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
「
こ
の
曲
の
陶
酔
さ
せ
る
よ
う
な
リ
フ
レ
イ
ン
」
が
指
し
て
い
る
の
は
、

こ
う
し
た
部
分
の
こ
と
で
あ
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
自
身
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、

「
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
」
と
い
う
役
名
は
、
こ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
同
名
の

歌
曲
か
ら
借
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、《
ロ
イ

バ
ル
ト
》
の
創
作
に
お
い
て
「『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
変
形
を
土
台
と
し
て
」

い
な
が
ら
も
、
台
本
執
筆
の
段
階
か
ら
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
意
識
し
て
い

た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。　

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
《
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
》
に
つ
い
て
は
、
一
八
四
〇

年
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
書
い
た
小
説
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
詣
でE

in
e 

P
ilgerfa

h
rt zu

 B
eeth

oven

11
』
の
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
詣
で
』
は
、
物
語
の
語
り
手
で
あ
る
「
中
部
ド
イ
ツ
出

身
で
無
名
の
作
曲
家
Ｒ
（
＝「
私
」）」
が
憧
れ
の
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
に

会
う
た
め
に
ウ
ィ
ー
ン
に
赴
き
、
そ
こ
で
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
と
対
面

す
る
と
い
う
、
現
実
と
虚
構
の
入
り
交
じ
っ
た
コ
ミ
カ
ル
な
も
の
。「
私
」

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
の
台
詞
に
も
、
ワ
ー
グ

ナ
ー
の
音
楽
観
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
、

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
が
「
私
」
に
世
間
に
お
け
る
声
楽
の
不
遇
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
場
面
に
お
い
て
、「
私
」
が
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
の
《
ア
デ

ラ
イ
ー
デ
》
を
例
に
挙
げ
て
、「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
の
声
楽
曲
創
作
に
つ

い
て
賞
賛
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

そ
こ
で
私
は
、
誰
か
が
《
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
》
を
聴
い
た
後
に
あ
な
た

の
声
楽
へ
の
輝
か
し
い
寄
与
を
あ
え
て
否
定
す
る
と
本
当
に
思
っ
て

い
る
の
か
、
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
尋
ね
て
み
る
こ
と
に
し
た
。（E

in
e 

P
ilgerfa

h
rt zu

 B
eeth

oven
, in

 Sä
m

tlich
e Sch

riften
 u

n
d

 

D
ich

tu
n

gen
, B

d
. 1: 110

）

　

こ
れ
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
自
身
が
実
際
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
《
ア
デ
ラ

イ
ー
デ
》
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
こ

で
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
《
交
響
曲
第
九
番
》
も
引
き
合
い
に
出
し
て
、

歌
唱
の
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

四
．
曲
付
け
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
《
エ
グ
モ
ン
ト
》

　

M
L

で
は
、
こ
の
台
本
へ
の
曲
付
け
の
き
っ
か
け
と
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
《
エ
グ
モ
ン
ト
》
を
挙
げ
て
い
る
。
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私
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
ゲ
ー
テ
の
『
エ
グ
モ
ン
ト
』
に
書
い
た

の
と
同
様
に
、『
ロ
イ
バ
ル
ト
と
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
』
へ
の
音
楽
を
書

き
た
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
適
切
な
響
き
を
持
っ
た
ふ
さ
わ
し
い
音

楽
を
付
随
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
幽
霊
が
現
れ
る
世
界
と

い
う
特
殊
な
ジ
ャ
ン
ル
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。（M

L: 38

）

　

ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
数
々
の
著
作
の
中
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

に
つ
い
て
言
及
し
、
そ
の
自
ら
の
創
作
へ
の
影
響
も
語
っ
て
い
る
。
ク
ロ

ッ
プ
フ
ィ
ン
ガ
ー
／
パ
ル
マ
ー
は
、
中
で
も
特
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
複
数
の

著
作
に
お
け
る
「
初
め
て
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
体
験
」
に
関
す
る
記
述
を

比
較
し
、
そ
こ
に
戦
略
的
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
12
。
例
え
ば
、
そ
の
中
でA

S

の
み
が
、「
初
め
て
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

体
験
」
が
《
ロ
イ
バ
ル
ト
》W

W
V

1

の
着
想
を
導
い
た
こ
と
に
言
及
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

私
は
怠
惰
で
だ
ら
し
な
く
、
自
分
の
書
い
て
い
る
大
悲
劇
に
し
か
関

心
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
一
方
で
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

の
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
の
演
奏
会
で
は
初
め
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
音
楽
に
出
会
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
感
銘
は
私
に
と
っ
て
圧
倒

的
な
も
の
だ
っ
た
。（
中
略
）《
エ
グ
モ
ン
ト
》
に
与
え
ら
れ
た
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
は
、
私
を
感
激
さ
せ
る
あ
ま
り
、
す
で
に
完

成
し
た
私
の
悲
劇
に
な
ん
と
し
て
も
同
様
の
音
楽
を
与
え
る
よ
う

に
後
押
し
し
た
の
だ
っ
た
。（A

S, in
 Sä

m
tlich

e Sch
riften

 u
n

d
 

D
ich

tu
n

gen
, B

d
. 1: 6

）

　

青
年
ド
イ
ツ
派
の
機
関
誌
『
優
雅
界Z

eitu
n

g fü
r d

ie elega
n

t 

W
elt

』
に
一
八
三
四
年
二
月
一
日
、
八
日
の
二
回
に
渡
っ
て
連
載
さ
れ
た

こ
のA

S

は
、
ク
ロ
ッ
プ
フ
ィ
ン
ガ
ー
／
パ
ル
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
挫
折
を

味
わ
っ
た
初
め
て
の
パ
リ
滞
在
か
ら
ド
イ
ツ
へ
と
帰
還
す
る
ワ
ー
グ
ナ
ー

が
、
ド
イ
ツ
に
向
け
て
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
た
め
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
と
っ
て
最
初
の
創
作
で
あ
る
《
ロ
イ
バ
ル
ト
》

か
ら
す
で
に
ド
イ
ツ
の
巨
匠
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
だ
と
言
う
。

　

一
方
で
、《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
創
作
当
時
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
複
数
の
作
品
に
つ
い
て
写
譜
を
行
っ
て
お
り
、《
エ
グ
モ
ン
ト
》

に
関
し
て
は
「
序
曲
」
と
「
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
歌
」
の
ス
コ
ア
に
取
り
組

ん
で
い
る
（
譜
例
）。

　

で
は
、
具
体
的
に
《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
の
中
の
音
楽
は
ど
の
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
台
本
で
は
、
四
箇
所
で
登
場
人
物
の
歌
と

演
奏
が
指
示
さ
れ
て
い
る

13
。
以
下
は
、
浄
書
稿
に
書
か
れ
て
い
る
演
奏

指
示
に
関
す
る
ト
書
き
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
台
詞
や
歌
詞
の
状
況
で
あ

る
。

第
一
幕
第
一
場　

　

一
四
〇
二
行
： A

d
ela

id
e (n

im
m

t ein
e L

a
u

te)
　
（
リ
ュ
ー
ト
を
携
え
た
）
ア
デ
ラ
イ
ー
デ 
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（譜例）ワーグナーの手によるベートーヴェン《エグモント》筆写譜１頁目
          Nationalarchiv der Richard-Wagner-Stiftung, Bayreuth (NABIb2)
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一
四
〇
三
〜
一
四
〇
五
行
：
台
詞
全
三
行

　

一
四
〇
六
行
：sie sin

gt u
n

d
 sp

ielt d
a

zu
　
　
　
　
　
　
　

彼
女
は
そ
こ
で
歌
い
奏
で
る

　

一
四
〇
七
〜
一
四
一
八
行
： 

歌
詞
全
十
二
行

第
三
幕
第
四
場

　

二
七
六
九
行
：K

n
a

b
e (sin

gt) 

　
　
　
　
　
　
　

少
年
（
歌
う
）

　

二
七
七
〇
〜
二
八
〇
一
行
： 

歌
詞
全
三
二
行

　
第
五
幕
第
一
場

　

四
一
一
七
行
：L

ied
 d

er u
n

sich
tb

a
ren

 G
eister u

m
 

F
la

m
m

in
g

　
　
　
　
　
　
　

フ
ラ
ミ
ン
グ
を
取
り
囲
ん
だ
目
に
見
え
な
い
幽
霊

た
ち
の
歌

　

四
一
一
八
〜
四
一
二
五
行
：
歌
詞
全
八
行

第
五
幕
第
一
場

　

四
一
五
五
行
：L
ied

 d
er G

eister 

　
　
　
　
　
　
　

幽
霊
た
ち
の
歌

　

四
一
五
六
〜
四
一
六
三
行
：
歌
詞
全
八
行

　

台
本
全
体
の
分
量
（
配
役
表
も
含
め
全
五
二
一
三
行
）
を
考
え
る
と
、

《
エ
グ
モ
ン
ト
》
を
手
本
に
曲
付
け
を
試
み
よ
う
と
し
た
に
し
て
は
、
こ

の
四
箇
所
の
み
と
い
う
の
は
音
楽
の
割
合
が
極
端
に
少
な
い
。
つ
ま
り
、

こ
の
浄
書
稿
や
関
係
す
る
叙
述
で
は
窺
い
知
れ
ぬ
も
の
の
、
こ
の
他
に
も

序
曲
や
間
奏
曲
、
終
結
曲
な
ど
を
構
想
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か

し
、《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
に
関
す
る
楽
譜
は
伝
承
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
行
研

究
で
は
作
曲
は
全
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る

14
。
こ

れ
ま
で
恐
ら
く
は
き
ち
ん
と
し
た
作
曲
の
経
験
が
な
か
っ
た
ワ
ー
グ
ナ
ー

に
と
っ
て
、
い
き
な
り
場
面
設
定
に
合
わ
せ
た
様
々
な
タ
イ
プ
の
曲
を
書

き
分
け
る
の
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

五
．「
苦
し
み
の
愛
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ

　

こ
の
作
品
は
、
一
言
で
言
え
ば
主
役
で
あ
る
ロ
イ
バ
ル
ト
の
復
讐
劇
だ

が
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ロ
イ
バ
ル
ト
と
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
と

い
う
敵
同
士
の
子
供
で
あ
る
二
人
が
愛
し
あ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
モ
テ
ィ

ー
フ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
愛
し
て
は
な
ら
な
い
相
手
を
愛
し
て
し
ま

う
と
い
う
、
言
わ
ば
「
苦
し
み
の
愛
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー

が
こ
の
作
品
の
土
台
に
し
た
と
し
て
い
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
も
と
よ
り
、

古
今
東
西
の
作
品
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
自
身

の
以
降
の
諸
作
品
も
例
外
で
は
な
い
。

　

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
劇
作
品
に
は
、
各
作
品
間
で
繰
り
返
し
登
場
す
る
特
徴

あ
る
プ
ロ
ッ
ト
上
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
あ
る
。「
救
済
」
や
「
自
己
犠
牲
」
は

そ
の
代
表
的
な
も
の
だ
が
、
こ
の
「
苦
し
み
の
愛
」
も
そ
う
し
た
モ
テ
ィ
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ー
フ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、《
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
》W

W
V

86B

に
お
け
る
ジ
ー
ク
ム
ン
ト

と
ジ
ー
ク
リ
ン
デ
の
愛
は
、
兄
妹
に
よ
る
性
愛
、
つ
ま
り
は
近
親
相
姦
で

あ
る
。《
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
》W

W
V

90

に
お
い
て
、
イ
ゾ
ル
デ

に
と
っ
て
の
ト
リ
ス
タ
ン
は
恋
人
を
討
っ
た
男
、
ト
リ
ス
タ
ン
に
と
っ
て

の
イ
ゾ
ル
デ
は
伯
父
の
妻
で
あ
る
。
さ
ら
に
《
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ
イ

ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
》W

W
V

96
で
の
ザ
ッ
ク
ス
と
エ
ー
フ
ァ
の
場
合
、
障

害
は
年
齢
差
だ
け
で
は
な
い
。
恋
愛
に
移
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
情
が
、

す
で
に
両
者
の
間
に
根
深
く
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
の
場
合
、
こ
の
皮
肉
な
運
命
に
つ

い
て
当
人
た
ち
が
さ
ほ
ど
苦
し
ん
で
い
る
様
子
は
な
い
。
ロ
イ
バ
ル
ト
は

復
讐
に
燃
え
、
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
は
そ
ん
な
ロ
イ
バ
ル
ト
に
身
内
を
殺
さ
れ

た
上
に
ロ
イ
バ
ル
ト
の
常
軌
を
逸
し
た
発
言
の
数
々
に
ひ
た
す
ら
怯
え
て

お
り
、
作
品
後
半
で
は
両
者
と
も
す
で
に
冷
静
な
精
神
状
態
で
は
な
い
こ

と
が
そ
の
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
中
で
、
お
互
い
の
愛
だ
け
は

確
実
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
「
苦
し
み
」
の
愛
で
は

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
人
の
関
係
性
を
考
え
れ
ば
、
上
述
の
諸
作

品
に
お
け
る
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
愛
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
分
類
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』

を
プ
ロ
ッ
ト
の
土
台
と
し
な
が
ら
も
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
歌
曲
《
ア
デ

ラ
イ
ー
デ
》
か
ら
役
名
の
借
用
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
自
身

の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
《
エ
グ
モ
ン
ト
》
を
き
っ
か
け

と
し
た
曲
付
け
も
構
想
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
と
っ
て

最
初
の
創
作
で
あ
る
《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
は
、
台
本
の
執
筆
か
ら
曲
付
け
の

構
想
に
至
る
ま
で
、
全
体
を
通
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
影
響
を
受
け
て

い
る
作
品
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
十
代
前
半
と
い
う
若
年
で
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が

ら
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
終
生
持
ち
続
け
て
い
た
創
作
上
の
要
素
が
す
で
に
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
で
構
想
さ
れ
て
い
た
「
劇
と
音
楽
の
融
合
」
は
、

こ
の
後
、
作
曲
家
と
し
て
の
人
生
を
歩
む
こ
と
に
な
る
ワ
ー
グ
ナ
ー
の

創
作
の
中
心
、
す
な
わ
ち
「
音
楽
劇
」
へ
と
繫
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

台
本
は
、《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
以
降
も
一
貫
し
て
他
人
に
委
ね
る
こ
と
な
く
、

小
説
や
伝
説
、
神
話
な
ど
を
も
と
に
自
ら
の
手
で
書
き
続
け
た
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
数
々
の
台
本
に
繰
り
返
し
登
場
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
苦
し
み
の
愛
」
は
、
こ
の
《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
か
ら
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。

　

ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
基
本
と
な
る
プ
ロ
ッ
ト
を
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
や
ゲ
ー
テ
の
小
説
に
踏
襲
し
つ
つ
も
、
全
五
幕
と
い
う
大
ヴ

ォ
リ
ュ
ー
ム
で
書
き
上
げ
て
い
る
。
十
代
前
半
に
し
て
、
す
で
に
劇
作
へ

の
意
欲
と
能
力
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
の
作
品
に
登
場
す
る
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
トSiegfried

」
と
い

う
役
名
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
《
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
》
の
主
要
な
登
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場
人
物
の
ひ
と
り
の
名
で
あ
り
、
か
つ
、
当
台
本
を
執
筆
し
た
約
四
〇
年

後
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
息
子Siegfried

 W
agn

er 

(1869–1930)

の
名
で
も
あ
る
。

　

本
稿
は
、
小
林
幸
子
『
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
初
期
作
品
研

究　

―
外
的
影
響
と
創
造
性
の
萌
芽
に
見
る
創
作
理
念
の
原
点
―
』

（
二
〇
一
二
年
度
明
治
学
院
大
学
博
士
論
文
）
の
第
二
章
第
一
節
の
一
部

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

註1 
N

atio
n
alarch

iv d
er R

ich
ard

–W
agn

er–Stiftu
n
g, B

ayreu
th

所
蔵
：B

u
rrell Lo

t 90.

2 

メ
ア
リ
ー
・
バ
レ
ル
と
そ
の
ワ
ー
グ
ナ
ー
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
拙
著
「
ワ
ー
グ
ナ
ー
資
料
の
収
集
家
メ
ア
リ
ー
・
バ
レ
ル
と

バ
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」『
言
語
文
化
』
三
一
号
（2014
）
を
参
照
。

3 
C
h
ristie’s C

atalo
gu

e. 1978. T
h

e R
ich

a
rd

 W
a

gn
er C

ollec-
tion

 form
ed

 b
y th
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on
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b
le M
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a
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u
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 O
ct. 2

7
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7
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Y
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h
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an
so

n
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 W
o
o
d
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In
tern
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n
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D

eath
rid

ge, Jo
h
n
. et al. 1986. W

a
gn

er, W
erk–V

erzeich
n

is 
(W

W
V

). M
ain

z: B
. Sch

o
tt’s Sö

h
n
e. 63.

5 

一
八
三
四
年
二
月
一
日
、
八
日
に
、
青
年
ド
イ
ツ
派
の
機
関
誌
『
優

雅
界Z

eitu
n

g fü
r d

ie elega
n

t W
elt

』
に
掲
載
さ
れ
た
。

6 

ア
ド
ル
フ
は
、
Ｅ
．
Ｔ
．
Ａ
．
ホ
フ
マ
ン
や
テ
ィ
ー
ク
と
も
親
交
の
あ
っ

た
在
野
の
学
者
で
、
多
言
語
に
通
じ
、
著
述
や
翻
訳
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
た
。

7 
M

L: 32. 

以
下
の
論
考
で
は
、《
ロ
イ
バ
ル
ト
》
台
本
に
お
け
る
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
諸
作
品
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